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出題分析 

試験時間 90分 配点 学部により異なる 大問数 4題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

例年通り，大問数は４問である。ページ数は 18 であり，昨年よりも分量はやや増加した。

昨年と比べ考察・計算問題の数は同程度であった(昨年 15→今年 14)が，昨年度はみられな

かった難解な計算問題が出題された。論述問題の数も同程度ではあった(昨年 7→今年 7)が，

複数のデータを 120字にまとめ上げる，受験生にとっては時間がかかりそうな考察論述問題

も出題された。したがって，昨年度と比べ，全体的に難易度が難化したと判断した。従来の

新潟大学の入試問題の傾向に戻ったという印象を受けた。知識問題に関しては，例年通り，

標準的なレベルのものばかりが出題されていた。  

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

１ 半保存的複製，原核生

物の遺伝子発現 

問２  新生鎖が 5’→3’の方向に，リーディング

鎖が DNAの開裂方向に作られることに注意する。 

問４ (c)リボソームにはタンパク質が含まれ

る。(d)酵素の主成分はタンパク質である。 

問７ 

8100

3.4
×
1

3
×120＝95294.117…≒9.5×104 

〔空所補充問題１問，選択４問，論述２問(30・

100字以内)〕(内，知識問題４問，考察問題２問，

計算問題１問) 

標準 
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設問別講評 

２ ハーディ・ワインベル

グの法則 

問１ 酵素 P の活性について，ax が 1 つあれば

8.0， azが 1つあれば 5.0， ayは活性をもたない

と考えればよい。 

問３ axaxが 810 人，axayが 180 人，ayayが 10 人

より， 

ay＝
180＋10×2

2000
＝0.1となる。 

問４ axaxが 360人，axayが 120人，ayayが 10人， 

ayazが 60人，azazが 90人，axazが 360人より 

ax＝
360×2＋120＋360

2000
＝0.6 

ay＝
10×2＋120＋60

2000
＝0.1 

az＝
90×2＋60＋360

2000
＝0.3となる 

問６  

1

100
×

1

100
＝

1

10000
 

問７ 下線部(イ)と下線部(ウ)の式の ７ に
1

4

を代入して，その和を求めていけばよい。 

〔空所補充問題２問，記述２問，論述４問(30 字

以内)〕(内，知識問題１問，考察問題１問，計算

問題５問) 

やや難 
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３ 生物の分類，植物ホル

モンとストレス応答 

問２ (a)菌類は原生生物と同じ真核生物ドメイ

ンに属する。(b)からだが菌糸からできているの

は菌類である。(c)ウイルスは生物ではない。 

問６ 表１より，遺伝子 Q が 22 度で発現し，タ

バコにおいて病原体 Yの感染拡大を抑える機能を

もつことを見抜く必要がある。 

〔空所補充問題１問，選択３問，記述１問，論述

３問(30・60 字以内)〕(内，知識問題５問，考察

問題３問) 

標準 

４ 種間相互作用，ニッ

チ，草原生態系の物質

生産 

問２ ⑴ゲノムの倍数化は同所的種分化である。

⑵地理的隔離に伴う種分化は異所的種分化であ

る。 

問４ 自然受粉処理によって作られる 1果実あた

りの種子数が多いということは，PLが低いという

ことである。 

〔空所補充問題１問，選択２問，記述１問，論述

１問(120字以内)〕(内，知識問題２問，考察問題

３問) 

標準 

合格のための学習法 

まずは，知識問題を落とさないために，標準的なレベルの問題集の繰り返し学習が望ましい。

その過程において，代表的な計算問題を確実に解けるようにしておきたい。なるべく公式化

して覚えるのではなく，与えられた条件を整理し，論理的に考えて正しい式を立てる力がつ

くよう，意識しておこう。また，考察問題の解答の精度を上げるために，問題文から“何が

問われているか”を判断しそれに対し適切な解答を書く訓練を，他の国公立大学の過去問を

多く解くことで行っていくとよいだろう。論述問題では，100字程度かつ用語指定のある問

題を積極的に解き，生物の先生などに直接添削してもらうなどの対策を普段から行っておく

とよいだろう。 


